
令和7年度卓越研究員事業の追跡調査結果（平成31年度卓越研究員の研究活動状況①）

平成31年度卓越研究員事業に申請し、卓越研究員となった者に対して、研究活動状況等について
2回目の追跡調査を実施
・調査実施時期：R7.8～9月
・調査対象期間：R4～R6年度の3年間 ※１回目調査（調査対象期間H31～R3の結果についてはこちら）
・調査対象者数：48名、回答者数：48名（回答率 100％）
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○雇用形態について

常勤研究職（任期の定め無し）, 
43人

常勤研究職（テニュアトラック）, 3人

常勤研究職（任期付）, 1人

その他, 1人

合計
48人

https://www.mext.go.jp/content/20240205-mxt_kiban03-000033828_2.pdf


１
研究責任者又は
若手研究責任者
として、研究に
従事している

２
自ら設定した研
究テーマの研究
に従事している
（複数の研究に
携わっており、
その一部が自ら
の設定した研究
テーマである場
合を含む）

３
メンターの配置
等、研究への助
言を受けられる
体制が用意され

ている

４
研究が十分に行
えるよう研究資
金の措置がなさ

れている

５
研究スペースの
確保、共用機器
の使用等、研究
に必要な環境が
用意されている

６
年間の業務時間
のうち、研究活
動に従事する時
間が５０％以上

である

７
研究員や事務補
佐員等、研究や
事務所処理のサ
ポート体制が用
意されている

８
学会参加、論文
発表等の情報発
信を積極的に
行っている

９
その他
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令和7年度卓越研究員事業の追跡調査結果（平成31年度卓越研究員の研究活動状況②）

○研究活動状況について
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４年度目 ５年度目 ６年度目

論文発表人数（人） 41 41 43

うち、国際共著論文 27 22 22

うち、第一著者・責
任著者

32 34 32
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令和7年度卓越研究員事業の追跡調査結果（平成31年度卓越研究員の研究活動状況③）

最も学術的価値の高い論文が掲載されたジャーナル名（第一著者・責任著者のみ・６年度目）
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○研究活動実績について（論文発表）

※括弧内は回答者数に対する論文発表人数の割合

（85.4%） （89.6％）

〇ACS Catalysis 〇Archives of Biochemistry and Biophysics 〇Asian Economic Papers 〇Biomacromolecules  〇Cancer Discovery 〇Cell Host 
& Microbe 〇Chemical Communications 〇Current Biology 〇IEEE Internet of Things Journal 〇IEEE Transactions on Evolutionary 
Computation 〇Inorganic Chemistry 〇iScience 〇Japanese Journal Applied Physics 〇Japanese Journal of Applied Physics 〇Journal of High 
Energy Physics 〇Journal of Cosmology and Astroparticle Physics 〇Journal of Materials Chemistry A 〇Journal of Molecular Liquids 〇Nano 
Letters 〇Nanoscale 〇Nature Communications 〇Physical Review A 〇Physical Review C 〇Physical Review Research 〇Plant Signaling & 
Behavior 〇Selected Areas in Cryptography – SAC 2024 〇Proceedings of 2024 International Symposium on Information Theory and Its 
Applications (ISITA) 〇Publications of the Astronomical Society of Japan 〇RE:SOURCE the 10th International Conference on the Histories 
of Media Art, Science and Technology. Proceedings  〇RSC Advances 〇The Astrophysical Journal 〇Translational Vision Science and 
Technology 〇Turcologica（アルファベット順）

＜論文発表人数＞

４年度目 ５年度目 ６年度目

論文数（件） 261 247 258

うち、国際共著論文 136 113 131

うち、第一著者・責任
著者

74 77 70
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＜論文数＞

（85.4%）
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○研究活動実績について（科研費） ※各年度2件まで回答

（81.3％）

（66.7％）
（62.5％）

※括弧内は回答者に対する科研費獲得人数の割合

＜獲得人数＞
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＜種目別獲得件数（件）＞ ＜種目別獲得金額（千円）＞
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〇AMED 〇JST 〇JAXA 〇ERCA 〇一
般財団法人化学及血清療法研究所 〇富
士フイルム株式会社 〇日本アルコン株式会
社 〇三菱電機株式会社 〇東ソー株式会
社 〇公益財団法人テルモ生命科学振興
財団 〇公益財団法人東電記念財団 〇
公益財団法人JKA 〇公益財団法人日立
財団 〇公益財団法人小笠原敏晶記念財
団 〇公益財団法人上原記念生命科学財
団 〇公益財団法人シオノギ感染症研究振
興財団 〇公益財団法人村田学術振興・
教育財団 〇公益財団法人スズキ財団 〇
内藤記念科学振興財団 〇公益財団法人
公益財団法人池谷科学技術振興財団 〇
公益財団法人日揮・実吉奨学会 〇公益
財団法人日本ワックスマン財団

助成団体（6年度目)

※各年度4件まで回答○研究活動実績について（その他外部資金）

※括弧内は回答者数に対する外部資金獲得人数の割合

（54.2％）

（45.8％）
（50％）

＜獲得人数＞
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＜助成団体別獲得件数（件）＞ ＜助成団体別獲得金額（千円）＞
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４年度目 ５年度目 ６年度目

講演人数 23 23 18

講演件数 64 67 71
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受賞人数 17 9 13

受賞件数 21 15 22
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○研究活動実績について（その他）

〇CSS2024学生論文賞 〇CSS2024奨励賞 〇HPCIソフトウェア賞開発部門賞奨励賞 〇IEEE Outstanding Paper Award  〇J. Mater. Chem. A Emerging Investigator 2024 
〇JAICI賞 〇Nanoscale Emerging Investigator 2024 〇Research Front Award by Clarivate Japan 〇コーセーコスメトロジー奨励賞 〇コニカミノルタ画像科学奨励賞 〇一般社
団法人日本排尿機能学会 2024年度学会賞論文部門（臨床研究） 〇金沢大学産学連携協力会 若手研究者奨励賞 〇熊本医学会奨励賞受賞 〇志田林三郎賞 〇大阪公立大学若
手研究者奨励賞  〇第13回新化学技術研究奨励賞 〇第25回日本エイズ学会ECC山口メモリアルエイズ研究奨励賞 〇電子情報通信学会 基礎・境界ソサイエティ 貢献賞（ソサイエティ運
営） 〇東京工業大学第1回社会変革チャレンジ賞 優秀賞 〇日本セラミックス協会 第78回(2023年度) 進歩賞 〇日本応用糖質科学会 奨励賞 〇末松安晴賞

賞の名称(６年度目)

○国際共同研究（2名） ○特許出願（7名）○書籍出版（1名） など

その他実績

※各年度3件まで回答

※括弧内は回答者数に対する講演人数の割合※括弧内は回答者数に対する受賞人数の割合

11

14

7

9

15

24

17

21

9

15

13

22

0 20 40 60 80 100

受賞人数

受賞件数

＜受賞歴経年比較＞

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目

＜受賞歴＞ ＜国際会議招待講演＞

（47.9％） （47.9％） （37.5％）（35.4％） （18.8％） （27.1％）
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